
お客さま各位 

京阪電気鉄道株式会社 

 

※お客さまがご利用されているブラウザのバージョンが古い場合閲覧できない可能性がございます。 

【ご対応】 

（推奨）最新バージョンのブラウザでのご利用をお願いします。 

※最新バージョンのブラウザの初期設定では、TLS（SSL3.0の後継規格）での通信が有効になって

いるため、今回実施する対策（SSL3.0無効化）による影響はございません。 

 

（以下は古いバージョンのブラウザでの回避策） 

[InternetExplore6] 

・「ツール」→「インターネットオプション」→「詳細設定」を選択して 

 「セキュリティ」項目の「TLS1.0 を使用する」を『チェック』します。 

[GoogleChrome] 

・「詳細設定」→「プロキシ設定の変更」→「インターネットのプロパティ画面」を開いて 

 「セキュリティ設定」の「TLS1.0 を有効にする」を『チェック』します。 

[FireFox] 

・「オプション環境設定」→「暗号化設定」→「TLS1.0 を使用する」を『チェック』します。 

【理 由】 

暗号化方式「SSL3.0」の脆弱性が発表されたことを受けまして、平成 26 年 12 月 8 日（月）14 時

より「SSL3.0」による通信を無効化し、より安全な「TLS」での通信のみ許可するようにさせていただきま

す。 

＜IPA（情報処理推進機構）による注意喚起＞ 

SSL 3.0 の脆弱性対策について(CVE-2014-3566)  

https://www.ipa.go.jp/security/announce/20141017-ssl.html 

（影響内容） 

・SSL による暗号化通信がご利用いただけなくなります。 

（お問い合わせ・ご意見ご要望のご利用ができないなど） 

（影響対象） 

・最新バージョンのブラウザは影響ございません。（InternetExplorer7、8、9、10、11 等） 

・古いバージョンのブラウザで影響があります。（InternetExplorer6 等） 

【補 足】 

・「InternetExplore6」はマイクロソフト社のサポートが終了しており、 当サイトとしても推奨環境外とさ

せていただいております。 

以 上 


